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鹿島参宮鉄道石岡－常陸小川間開業１００周年記念事業の実施について 

  

鉾田駅保存会  

  ホームページアドレス https://hokotaeki.jp/ 

  

 鹿島鉄道保存会  

 ホームページアドレス https://www.facebook.com/kashitetsu/ 

 

   担当：川津 TEL 090-4387-8455  

 メールアドレス hokota-station@rail.nifty.jp 

  

鹿島鉄道は、石岡～鉾田間を結んでいたローカル鉄道で、２００７年３月３１日の最終運

行を以って廃止されました。翌４月１日から、代替交通手段として「かしてつバス（鹿島鉄

道代替バス）」が運行開始、２０１０年８月には石岡－四箇村間の鹿島鉄道跡地がバス専用道

路（ＢＲＴ）として整備されています。 

今般、１９２４年６月８日の鹿島参宮鉄道石岡－常陸小川間の鉄道開業から１００周年を

迎えることから、来る６月１日（土）～６月９日（日）に、鹿島鉄道の車両の保存活動を行っ

ている鉾田駅保存会・鹿島鉄道保存会・小川南病院の３団体の合同主催、小美玉市・石岡市・

小美玉市教育委員会・関東鉄道グループのご後援、関鉄レールファン CLUB のご協力にて、

小美玉市小川文化センターアピオスにおいて、『かしてつ石岡－常陸小川間開業１００周年記

念展』を実施いたします。 

なお開業１００周年当日の６月 8 日（土）は『かしてつファンの日』として、鉄道模型運

転会・上映会を始めとした記念行事を実施いたします。 

また、開催最終日の６月９日（日）には、鹿島鉄道の８３年、廃線後の１７年を振り返る

とともに、かしてつバスの現況とこれからの地域交通をテーマとしたシンポジウムを開催い

たします。  
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【かしてつ石岡－常陸小川間開業１００周年記念展】 

● 展示内容： 鉄道写真で綴る在りし日の鹿島鉄道 

国立公文書館所蔵史料から辿る黎明期の鹿島参宮鉄道 

かしてつバス運行の歩み（写真・資料展示）等  

● 開催期間： ２０２４年６月１日(土)～６月９日(日) ※休館日の 6 月 3 日（月）を除く 

開館時間９時～１７時（初日６月１日(土)は１３時～） 

● 開催場所： 小美玉市小川文化センターアピオス 陽だまり広場(小ホール側ロビー) 

茨城県小美玉市小川２２５番地  

● アクセス： 石岡駅から関鉄グリーンバス「茨城空港」行き乗車２５分 

「小美玉市医療センター前」バス停下車、徒歩３分 

 

【かしてつファンの日】 

● 催事内容： 鉄道模型運転会(１０時～１５時) 

上映会（かしてつ関連動画・静止画等） 

       お子様向け５インチ手漕ぎトロッコ乗車体験(１０時～１５時) 

● 開催日時： ２０２４年６月 8 日(土) １０時～１６時 

● 開催場所： 小美玉市小川文化センターアピオス 会議室２ 

茨城県小美玉市小川２２５番地  

● アクセス： 石岡駅から関鉄グリーンバス「茨城空港」行き乗車２５分 

「小美玉市医療センター前」バス停下車、徒歩３分 

 

【かしてつ石岡－常陸小川間開業１００周年記念シンポジウム】 

● 開催内容： テーマⅠ 鹿島鉄道８３年を振り返る 

鹿島鉄道の歴史・思い出、廃線までの経緯・存続運動 

テーマⅡ 廃線後の１７年、そしてこれから 

かしてつバス・コミュニティバス、茨城空港アクセス 

        記念演奏 ＡＮＡＫライブ 

● パネラー（敬称略・順不同）： 栗又 衛    元かしてつ応援団顧問 

               諸岡 信裕   小川南病院 元理事⾧ 

               宮野 裕司   関鉄グリーンバス㈱代表取締役社⾧ 

              加藤 三千尋  鹿島鉄道保存会代表 

              岡野 利通   鉾田駅保存会理事⾧ 

● 開催日時： ２０２４年６月９日(日) シンポジウム １３時～１６時  

                     ＡＮＡＫライブ１２時・１６時 

● 開催場所： 小美玉市小川文化センターアピオス 小ホール  

茨城県小美玉市小川２２５番地 

● アクセス： 石岡駅から関鉄グリーンバス「茨城空港」行き乗車２５分 

「小美玉市医療センター前」バス停下車、徒歩３分 

 

かしてつ石岡－常陸小川間開業１００周年記念展・かしてつファンの日・かしてつ石岡－

常陸小川間開業１００周年記念シンポジウムともに入場無料です。   

 

  ― 以 上 ― 
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